
SNS情報（＋ライブカメラ）
リアルタイムに情報を入手できる
が、人のいるかカメラが設置してあ
るところの情報に限られる
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災害時における、衛星画像とSNS画像を活用した
「24時間365日働く」災害監視システム開発実証

大分県 生活環境部 防災局 防災対策企画課

福井県 土木部 政策推進グループ

水害及び雪害において、衛星画像を活用した「宇宙からの目」とSNSの画像を活用した「地上からの目」をもとに、それらを組み合わせて解
析することで、それぞれの弱点を補い、「24時間365日働く」災害監視の目を開発することを目的とした実証プロジェクトです。

１．現状・課題

災害時の初動対応には、リアルタ
イムに正確な情報が必要

広範囲に夜
間や悪天候
でも情報を取
得できるがリ
アルタイム性
に欠ける

２．実証内容

３．効果

（１）水害浸水推定域の判定

（２）積雪による道路スタック
状況の判定

SNS情報 ライブカメラ

無人（SNS投稿なし）の場所を衛星データ
の情報で補完し、より広範囲＆的確な浸
水域情報を発信する。

衛星画像を活用した大雪や滞留状況の検知、
及びSNSや道路カメラ等の画像を活用したス
タック発生の検知を行い、発信する。

•水害発生時の初動対応に必要なリアルタイムかつ正
確な浸水域を把握～対策立案を迅速化できる。

•広域な情報把握が難しい積雪情報を、道路スタック対
策に必要な情報がタイムリーに把握～対策立案を迅速
化できる。

(c) JAXA

現状のサービス（Spectee Pro）に追加災害対応の迅速化とより実用的な防災
計画の策定
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冬季路面状態判別例

浸水状況推定例衛星データ


